
重篤副作用疾患別対応マニュアル整備事業における
マニュアル普及・啓発事業

重篤副作用疾患別対応マニュアルの公開・普及・啓発

PMDA・厚労省ホームページにて、
医療従事者向け、一般向け
マニュアルを公開

・行政による周知
・卒前・卒後教育
・職能団体啓発活動
・学会啓発活動

・PMDA・厚労省
HP による公開 ・どのように使うのか分かり難い

・自分の薬との関連が分からない
・いつ読むものか分からない

②マニュアルへの声

・PMDA・厚労省のHPによる
公開・啓発だけでは患者・国民

の皆様の目に触れる機会が少ない

①患者・一般向け普及・啓発

課題①への取り組み(案)
・病院・診療所・薬局等で、待ち時間等を活用し短時間に閲覧し、理解を深められる入門編の普及・啓発

動画の作成と配布。
・動画配信サイト等を利用した、普及・啓発動画の作成と配信。

課題②への取り組み(案)
・薬剤師が服薬指導に用いる医薬品情報提供書と本マニュアルを関連付けた利用案内動画の作成。
・患者中心の薬物療法における患者自身による重篤副作用初期症状セルフチェックと医師・薬剤師への相

談・連絡を解説した動画の作成と公開。

初期症状
早期発見

ポイント
副作用概説

初期症状
副作用解説

鑑別方法
治療法
典型事例

実施中の公開・周知

課題

医療従事者向け
マニュアル

患者・一般向け
マニュアル

マニュアル普及・啓発取り組み（案）
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